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１ はじめに 

 ＩＣカードは，磁気ストライプカードと比べて

セキュリティ機能や情報蓄積機能に優れており，

セキュリティ上の理由からＩＣカード化が進め

られている．ＩＣカードを利用した資金決済につ

いては，近年国内・外において様々な取組みがな

され，ＩＣカード化の流れは世界的な潮流となっ

ている．その中でも非接触型ＩＣカードは使い勝

手のよさから需要が高まっている． 
住民基本台帳カードは昨年８月以降市町村か

ら住民の希望により配布され，住基ネットサービ

スのみならず公的個人認証サービス，市町村独自

利用サービスなど個人が利用するＩＣカードと

して普及が期待されている． 
 本研究は住民基本台帳ネットワークの住民基

本台帳カードを用いたサービスの提供を想定し，

緊急時・災害時に対応したシステムの検討とその

実現を目指す． 
 

２ システムの概要 

 本研究は非接触型ＩＣカードによる，住民基本

台帳ネットワークの住民基本台帳カードを用い

た市区町村独自サービスの提供を想定し，大規模

災害，テロによる救急医療を受ける際の緊急時に

対応したシステムの検討，その実現をはかる．本

システムはＩＣカードに登録した住民票コード

や氏名，生年月日の本人確認情報を元に，災害発

生時には避難所・医療機関で被災者情報のデータ

ベースへの登録・検索・編集を行うシステムであ

る．また，救急医療を受ける際には本人確認情報

と付随情報（保険証番号，血液型，緊急連絡先，

かかりつけ医療機関，アレルギー情報など）を元

に救難者の情報を必要とする者への情報交換を

支援するシステムからなる．  
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２．１ 災害時のシステム 
大地震やテロなどの大規模災害時に安否情報

や何処の医療機関・避難場所にいるかの登録・検

索などを行うシステムである(図１)． 
 本システムでは(1)被災者・患者の住民票コード，
氏名，避難所名，症状を本人またはそれに準ずる

者が専用の端末から登録する機能(図２)，(2)住民
票コードから同一世帯者の一覧を検索する機能，

(3)被災者・患者情報リストを作成し統計表を作
成・印刷する機能，以上の３つを行う． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 災害時のシステムの概要図 

 

 
図 2 被災者･患者情報登録の際に 
ＩＣカードをかざした際の画面 

 
２．２ 救急時のシステム 
 救急医療を受ける際はあらかじめＩＣカード

に登録した本人情報(保険証番号，血液型，アレル
ギー，緊急時の連絡先等)をカードリーダ(公衆電

話などに設置されていることを想定)に読ませる

ことで，カード上のデータ及び救難者の位置情報
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を救急機関や医療機関に自動的に提供するシ

ステムである(図３)． 
 本システムは救急の要請を手助けするシステ

ムである．具体的には電話による救急の要請と同

時にカード内の本人情報と位置情報を電子メー

ルで送信することで円滑な情報交換を支援する

(図４，図５)． 
 また，医療機関のカードリーダでは，カード内

の緊急連絡先の電子メールアドレスに搬送先，症

状を送信する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 救急時システムの概要図 
 

 
図 4 救急にＩＣカード情報と位置情報を 

送信する際の画面 
 

 
図５ 救急に送信されたメール 

３ 本システムの問題点 

３．１ 全体的な問題点  
 本システムの基本的な機能と実際の住民基本

台帳カードにおける機能を比較すると，なりすま

し，盗聴，改竄の対策に暗号化などセキュリティ

の面をさらに強化していく必要がある． 
 災害時のシステムは災害時を想定しているの

でネットワークが遮断された場合や停電の際に

どのようにするかが今後の課題である． 
 救急時のシステムは救急車を呼ぶ際に操作ミ

スなどから誤った連絡をした場合や，なりすまし

などの悪戯の場合に情報の信憑性が問われるこ

とになる．また，情報交換に電子メールを用いて

いることから，メール受信の遅延やネットワーク

障害が発生した際に迅速な救助を妨げる可能性

がある． 
 
３．２ 本人の特定に関する問題点 
 本システムは本人のＩＣカードであることの

証明ができない問題点があげられる．実際の住民

基本台帳カードは写真付きのものとそうでない

ものがあり，前者は公的な身分証明書としても使

用できる．しかし，写真が無い場合に本人である

ことを証明するのは難しい．そこで考えられる解

決策として，バイオメトリクス認証との併用で

ある．特に虹彩認証は接触の必要がなくカメラ

から１ｍほどの距離でも認証が可能である．両

者を組み合わせＩＣカード内に本人の虹彩情

報を格納しておくことにより本人のＩＣカー

ドであることが証明できると考えられる． 
 

４ おわりに 

本研究は，ＩＣカードを利用した緊急時連絡・

所在確認システムの方式の検討を行った． 
本システムは，ＩＣカードに登録された本人確

認情報と付随情報をもとに行われ，災害時におい

ては，本人所在位置のデータベースへの登録・検

索・参照機能，救急時においては，カード上のデ

ータ及び位置情報を救急機関または救難者の情

報を必要とする者へのメール送信機能を可能と

させた．  
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